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美を創るのではなく、素材本

来の美しさを発見する。 私が選

ぶ材料は、木材です。 

  鉄を調べることを選択した場

合、鉄鉱石が何をするかを知る

必要があります。私の役割は発

見することです。私は伝統的な

彫刻家ではありません。コンセ

プトに基づいて働き、素材で彼

のコンセプトを実現します。 彫

り始めるまで何が見つかるか分

からない」角永和夫は北の山の

森に囲まれて育った。東京の。 

しかし、35歳のアーティスト

は、彼が絵を描き始めるまでは

本当に木を高く評価したことが

ないと言います。「私は当たり

前のように木を取りました。絵

画でそれらを研究し始めたと

き、私は木の材料を直接扱うべ

きであると決めました、木を見

るのではなく、木を見るための

さまざまな方法を探求するので

す。角永の木彫作品は現在、ハ

リウッドの SPACEギャラリーに

展示されています。 彼の作品に

ついての彼の議論は、SPACEで 

も見られる素晴らしい風変わり

な版画家であるアーティスト、 

 

角永和夫の作品は

身近なものを再検

討することを私た

ちに強いてます。 
 

寺岡正美によって翻訳されまし

た。しかし、角永の作品は、彼

が紙の薄いスライスにカット

し、元のログの形状を保持する

ように再構成したものです。こ

れらのうち最小のものは約 1フ

ィートの長さで、最大のものは

20フィートを超える芳香族杉で

す。 薄切りにしてから、元のロ

グの形状を維持するように再構

成します。 

作品は、Galerie Nouvellesで

の前回の展覧会 Kadonagaから

Den Haagまで届きました。 オ

ランダ。そこの天気は十分に湿

っていて、木はかなり平らでし
た。 しかし、SPACE galleryのオー

プニングナイトでは、乾いた砂漠の

風が外に向かってエディットスペー

スに吹き込み、これらのスライスさ

れた作品はカールして反り始め、魔

法のようにキネティックになりまし 

 
 

た。 角永は見ながらも、スライスが

重なっていくのを見て驚いた。 これ 

は南カリフォルニアでのアーティ

ストの最初の展覧会です。 

石川県で生まれ育った。 角永

の父親である日本は、森林・製

材会社を経営していました。 彼

が家を出て建築学校に通い、や

めて塗装を始めるまで、木の加

工はあまりにも馴染み深い光景

でした。 森を題材に。 角永はす

ぐに、紙と水彩絵の具をあきら

めて、木を扱うようにしまし

た。木を失うことなく木を切る

ために、彼は巨大なミルブレー

ドを使い始めました。 木を切

り、おがくずの形で必然的に一

部を失うのではなく、角永は、

クリーンで連続的なラインのた

めに巨大なスライスブレードを

使用しました。 

角永の作品は、身近なものを

再検討し、日本人のやり方、良

質な素材の性質を理解すること

を余儀なくさせています。 

角永和夫の作品は、12月 5日ま

で SPACE、6015 Santa Monica 

Blvd. ギャラリーの営業時間は、

火曜日から土曜日の午前 11時か

ら午後 5時までです。 

 


